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【自己評価の評価規準】    ４（達成 100％以上） ３（おおむね達成 80～99％） ２（もう少し 60～79％） １（できていない 60％未満） 

【学校運営協議会の評価基準】  Ａ（評価は適正）    Ｂ（評価は不適正）    Ｃ（わからない）  

 中期経営 
目標 

短期経営目標 目標達成のための方策 評価方法 目標値 
中間の 
達成割合 

目標に対
する割合 

最終の 
達成割合 

目標に対
する割合 

評価 成果と課題の分析 改善の方向性 
学校運営協議会評価 

評価 コメント 

健
や
か
な
体 

たくまし
く生きて
いくため
に必要な
体力と精
神力を持
った生徒
の育成 

・体力テストの
課題を克服（脚
力の向上） 

・体育の授業，学校行事，
部活動で課題克服のた
めの共通した手立てを
行う。 

・２年生の体力テストの全
国・県平均との比較 

平均値を下
回る種目を
昨年度より
１種目以上
減らす。 

100% 100% 100% 100% ４ 

５月実施の体力テストでは女子

の握力が伸びてきている。９月

長期休業明け実施した体力テ

ストでも向上傾向にある。冬季

もスキー等体力を低下させない

取り組みを行った。 

小中高と連携し芸北地区の課題とし

て，巧緻性や走力など，外遊び不足

から体力の伸び悩み。各校で発達

段階における体力の向上を図る。中

学校では球技の時間などの増加。 

運動の時間の確保を積極的に行う。 

A 

・全体を通して、

評価結果は適正

である。 

 

・評価項目等が全

体的に小中共通

なものになりつつ

あるが、教育目標

やミッション等に

も、小中のつなが

りや共通な点が

見えると、連携の

意義がさらに深ま

る。 

 

・生活習慣につい

ては、起床にしぼ

って取組む事も

焦点化できる一

つの方法。 

 

・芸北の町で暮ら

したいと思う子ど

もを育てようとして

いるこ とが伝わ

る。 

 

・地域に貢献する

とはどのような姿

なのかを明確にし

たら、生徒もさら

に評価しやすくな

る。 

 

 

・基本的生活習
慣の徹底 

・「起床‐就寝‐学習時
間」「朝食の摂取」につ
いて，生徒実態に応じた
指導 

・「起床‐就寝‐学習時間」
「朝食の摂取」について
生徒の肯定的な回答の割
合 

80% 

「時間」

66.7％ 

「朝食」 

97％ 

 

83.4％ 

 

121％ 

「時間」 

75％ 

「朝食」 

93.6％ 

 

93.8% 

 

 117％ 

 

３ 

 
４ 

三点固定（起床・就寝・学習開

始時刻）について1学期と比較

して改善した。朝食摂取状況

については，ほぼ横ばいであ

る。 

今後も，生活リズムや朝食摂取

と深い関わりがある「ネットとの

つき合い方」について啓発す

る。また小中高連携を図りなが

ら，指導を工夫する。 

A 

豊
か
な
心 

あいさつ
の励行 
ふるさと
を愛する
生徒の育
成 

・自らあいさつ
をし，場に応じ
てあいさつが
できる。 

・生徒会目標と連動した
場に応じたあいさつの
指導 

・「自ら進んであいさつを
している（同級生や先
輩・後輩，先生，地域の
人）」と回答した割合 

（生徒アンケート） 

80% 93.9％ 117％ 90.7％ 113％ ４ 

生徒会の取組等により，日常

的に自ら進んであいさつをする

習慣が身についている。芸中

三則の１つである停止挨拶を

意識している生徒も多い。 

道徳の学習や生徒会活動等を

通して礼儀の意義について学

ぶとともに，場に応じたあいさ

つの大切さについて考える機

会を設け，実行できる力を育成

する。 

A 

・ふるさとに誇
りと愛着を持
った生徒の育
成 

・総合的な学習の時間で
の地域教材や人材を
活用した授業実践 

・将来の展望を見据えた
キャリア教育の実施 

・「芸北が好き」「将来，ふ
るさとに貢献（生活・就
労）したい」と回答した
割合 

（生徒アンケート） 

80% 

「好き」 

100％ 

「貢献」 

46.1％ 

 

125％ 

 

57.6％ 

「好き」 

９６．９％ 

「貢献」 

６８．８％ 

 

１２１％ 

 

８６％ 

 

４ 

 

３ 

地域の方からの学びや交流を

通してふるさとの良さを学ぶこと

で，誇りと愛着を育成すること

ができた。また，将来ふるさとに

貢献したいと考えている生徒が

２２．７％増えた。 

職場体験や地域の良さを知る

学習をブラッシュアップしなが

ら行い、ふるさとの新たな良さ

を見つけることができる視点を

育てていく。 

A 

確
か
な
学
力 

小規 模校
だか らこ
そで きる
教育 実践
に基づき，
思考力・判
断力・表現
力な どの
確か な学
力を 身に
付け た生
徒の育成 

・基礎的・基本
的な学力の定
着 

・自主学習ノートの内容
指導の徹底 

・細やかなノート指導 
・家庭学習の習慣化の徹
底 

・実力テストの全国平均点
との比較 

学年平均が
全国平均を
上回る 

３年 

６月

113.8％ 

９月 

109.3％ 

３年計 

112％ 

３年 

１１月 

106.0％ 

３年計 

109.6％ 
4 

各教科から出される課題や宿

題などの提出物は概ね出せて

おり，基礎学力の定着が見られ

ると考えられる。 

日々の授業や生活の中で，有

用性や楽しさを伝えることで，

主体的に学ぼうとする生徒を育

成する。 

A 

・小規模校なら
ではの特性を
活かす。 

・授業改善を図り，生徒
一人一人の学習のつ
まずきをていねいに
指導する。 

・「授業で先生は，ていね
いに教えてくれる。」と
回答した割合（生徒アン
ケート） 

80% 100％ 125％ 96.9％ 121.1％ 4 

授業での机間指導や提出物に

対する指導など個に応じた取

組ができている成果であると考

えられる。 

ていねいに教える場面と，思考

する場面を分け，場面に応じた

指導を個々に行えるように生徒

の様子を把握する。 

A 

信
頼
さ
れ
る
学
校 

生徒の安
全・安心を
最優先に，
保護者・地
域から信
頼される
開かれた
学校づく
りの推進 

・積極的な学校
の情報の発信 

・学校だより等を通じ
て，生徒の学習活動，
学校の様子を積極的
に発信する。 

・「学校は，学校の取組･
子どもの様子について，
積極的に情報公開してい
る。」と回答した割合（保
護者アンケート） 

80%以上 96.4％ 120％ 80.7％ 100％ ４ 
アンケートで「どちらとも言えな

い」と回答した人が増加したた

め，達成割合が減少した。 

来年度も、生徒の学習の成果

を発表する場を充実させる。ま

た、連絡ツール tetoru の活用

で配布物等も直接保護者にわ

たるよう工夫していく。 

A 

・地域とのつな
がりづくり 

・生徒が地域の方々と関
わり，地域での行事や
活動への参加をする
ことを促す。 

・「地域の人と関わり，地
域の行事に積極的に参加
している。」と回答した割
合（生徒アンケート） 

80%以上 93.9％ 117％ 93.8％ 117％ ４ 
中間評価に引き続き，地域の

人との関りを感じながら学習す

ることができた。 

地域の行事につながる取組を

学校の中に増やしていく。生徒

主導で地域に出ていく機会を

さらに充実させる。 

A 

学校教育目標：大いなる夢と芸北への誇りを持ち，たくましく生き抜く生徒の育成 

◎めざす生徒像 …たくましく生きていくために必要な体力と精神力を持った生徒。あいさつを励行し，ふるさとを愛する生徒。確かな学力を身に付け，自ら考え自ら判断し自ら行動できる生徒。 

◎めざす教職員像 …自ら学び，確かな授業力を身に付けた教職員。自らの個性を発揮し，新たなことにも積極的に挑戦する教職員。他の教職員と連携・協働し，組織的に職務を遂行する教職員。 

◎めざす学校像 …生徒の安全・安心を最優先にする学校。小規模校だからこそできる教育実践を行い，全員が成長する学校。保護者・地域に開かれ，保護者・地域から信頼される学校。 


